
２０２５／０３／１１ （火）号外 事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

前をよく
見ていなかった

貨物車の男性 「前をよく見ていなかった」

前方不注意が原因か？

貨物車が対向車線にはみ出し

軽乗用車と正面衝突

軽乗用車運転の男性、両足骨折

貨物車運転の男性、足の脛骨折

貨物車の助手席、後部座席の２人もケガ
２０２５／３／３（月）

３日午前９時２０分ごろ、山形県の国道で、貨物車が対向車線にはみ出し、

軽乗用車と正面衝突しました。

この事故で軽乗用車を運転する男性（４４）が両足の骨を折るなどの大け

がをしました。

貨物車を運転する男性は足の脛の骨を折る大けが、助手席と後部座席に

乗っていた２人もケガをしました。

貨物車を運転していた男性が、「前をよく見ていなかった」などと話し

ていて、警察は前方不注意が原因とみて詳しく調べています。


